
ハンディ・ターミナル連動システム

事例②誤出荷防⽌ 出荷検品システム

Point１ Point２ Point ３

受注データと製品表でマッチング
誤出荷を防止

出荷データから
売上データ自動生成

パッケージソフトとの
連動も可能

�ハンディターミナル内で受注データと製品表でマッチングさせ
リアルタイムに誤出荷の確認ができます。

�ピッキングデータ（出荷データ）から売上データ自動生成

�パッケージソフトとの連動も可能です（カスタマイズが必要です）

使用機器： BT-1000        (KEYENCE社製）

※ハンディターミナル内で使用するプログラムはKEYENCE社製の独自言語を
用いてカスタマイズして使用しております。

※PCとハンディターミナル間は専用のクレイドルを用いて接続しております。
使用ソフト： uniPaaS  VI Plus (MagicSoftwareJapan社製)

機能詳細は裏面で

使用ソフト： uniPaaS  VI Plus (MagicSoftwareJapan社製)



出荷検品システムの概要

受注データ(CSV)受注データ(CSV)

ハンディ
ターミナル

出荷指示表
印刷

検品処理

（ﾏｯﾁﾝｸﾞ）

弊社販売管理ｼｽﾃﾑ
（他社パッケージソフトも可）

製品表

出荷検品データ(csv)

受注Noに対応した内容が

2.商品CDの読込
1.受注Noの読込

受注Noに対応した内容が
表示されます。

HHT(出荷検品画面）

製品表

※全機能カスタマイズ可能です。

3.スキャンした商品が規

定の値になるまで繰返す。
(この場合は4000)

出荷指示指示表
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